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⼀時は 1 0倍まで跳ね上がった⽯油価
格は 1 9 8 6年には⼤きく下落し、
「天の時」は去った =資源エネルギー庁
「エネルギー⽩書 2 0 1 5」  から

レーザー核融合研究はどこで道を誤ったのか
路線変更を許さなかった⼤学⼈と官僚の論理と倫理

⾼部英明 ドイツ・ヘルムホルツ研究機構上席研究員、⼤阪⼤学名誉教授

 恩師の⼭中千代衛先⽣が 2⽉に亡くなられた。享年 9 3。⼤阪⼤
学航空学科２年⽣で終戦を迎え、同学科が G H Qによって廃⽌され
たため電気⼯学科に移籍。⽶国マサチューセッツ⼯科⼤学（M I T）の⼤学院に留

学の後、⺟校・阪⼤⼯学部で教鞭を執った。若くして教授に昇進し、 1 9 6 0年に
レーザーが発明されると、いち早く着⽬。レーザー核融合の実現を⽬指した（紀

要「⼤阪⼤学経済学」に⼭中先⽣の 2 0 1 1年収録インタビュー記事 がある。読
んでみてほしい）。

 私は⼭中先⽣のあふれる情熱と核融合という⼤きな研究に魅⼒と将来性を感じ

た。先⽣の研究室を選び、先⽣に感化されたことで、進路が研究志向に変わっ
た。その後、私は研究のテーマを変えたが、⼭中先⽣のお陰なくして今⽇の研究

者としての私はない。

 この機会に、以前から感じていた個⼈的思いを書いておきたい。それは、⽬的

研究の⼤型予算という⼤学⼈と官僚の共同作業の意義と功罪であり、⼤きな⽬的
研究に振り回された⼤学⼈の⽣き⽅についてである。我が国のレーザー核融合研
究 4 0年を振り返り、予算獲得に奮闘する現在の⼤学⼈と官僚へ伝えたい、私の⼈

⽣を賭した教訓でもある。

１ .レーザー核融合研究へ

  1 9 7 3年、⽯油危機（原油価格の暴

騰）の激震が⾛った（右図）。⽇本はそ
れに打ち勝つため「省エネ」技術に⼒を
注ぎ、同時に政府は新エネルギー開発に

⼤きな投資をした。その⼀つが⼤学や国
⽴研究所における「核融合」研究であ

る。研究⾃体は 1 9 5 8年から湯川秀樹を
会⻑に「核融合懇談会」で議論されてき
ていた。

 核融合は核分裂に⽐べると理学的に困
難な課題が多かったが、「核融合は⽯油

危機の救世主」と納税者は未来を託した。 1 9 8 0年には、阪⼤に約 3 0 0億円とい
う巨額の実験装置・激光 1 2号の予算が決まり、前後して 1 0近い新規教員ポスト
が認められ、私を含む前後 3学年の学位取得者が教員に採⽤された。そして、

1 9 8 3年 1 2⽉８⽇、核融合実験が始まった。

 その後、⼭中先⽣は 1 9 8 6年に退官されるまで、赫々たる成果をあげ、世界中

の研究者から賛辞を集めた。その成果がなぜ⽣まれたかを先⽣はよく「天地⼈」
で説明した。「⽯油危機という天の時を得、阪⼤という地の利を⽣かし、使命感
に燃える所員の⼈の輪が、成功に導いてくれた」と。私の胸にも、この⾔葉は深

く刻まれている。

２ .「天地⼈」が揃うならば

 さて、⼭中先⽣は 8 6年に退官される際、私達に「激光 1 2号レーザーで可能と

思われる核融合研究の成果は全て出し尽くした。⼤学に残る君達は⼤変だな」と
ニヤリとしながら仰った。 1 9 8 6年は「プラザ合意による急激な円⾼（１ドル＝
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⼭中千代衛・⼤阪⼤名誉教授
（ 1 9 8 6年、退官の際）

1 9 8 3年に稼働を開始した⼤阪⼤学
の激光 1 2号レーザー装置

2 4 0円から 1 4 0円へ）」、「バブル景気の始まり」と、激動の年の始まりであっ
た（先の図も参照）。

 その後は「成果が出尽くしたから、 1 0倍⼤きなレーザーの予算が欲しい」と８
年間⾔い続けるが、当時の⽂部省はもう聞いてはくれない。既に「⽯油危機

フィーバー」の熱は冷め、核融合研究の「天の時」は過ぎていたのである。しか
し、核融合を⽬指した研究者には核融合しか⾒えない。退官された⼭中先⽣もた
びたび⼤学に来ては「七たび死すとも核融合」とハッパを掛ける。

 ⼤型予算が難しいと判断すると、「⾼
速点⽕核融合」という⽅式に乗り換え

る。これを先⽣は「核融合への奇道であ
る」とシニカルな批判をしながらも、核
融合研究続⾏にはやむを得ずと判断され

たようだ。実は私はこの頃から「脱核融
合の新路線」として、⼤型レーザーで宇

宙物理実験を⾏う提案をしていた。

 私が教授に昇進した 9 0 年代末、教授

懇談会に「新しい道」 という提案書
を配布し、国が予算化した核融合という
⽬的研究から、⼤学にふさわしい⼤型基

礎学術研究へ舵を切る提案をした。が、
議論にもならず無視された。それでも

2 0 0 4年の国⽴⼤学法⼈化を機に研究所の名称変更も含め基礎科学と応⽤研究の
全国共同利⽤への移⾏の意⾒が出てきた。

 しかし、核融合への夢断ちがたい当時の同僚教授たちは、次世代半導体光源の

研究と称し、 1 0 0億円の予算を「 5年以内に実⽤化する産業技術の開発」として
獲得してきた。この経緯を振り返るにつけ、当時の担当官僚の出世のために予算

獲得が利⽤されたとしか思えない。これでは、核融合のために、産業利⽤という
⼤義の仮⾯をかぶったモラルハザードである。先⽣は⽂科省に乗り込んで⾏き
「こんな予算は要らない。核融合が汚れる」と⼤声で官僚を叱り⾶ばしたそう

だ。その⾼潔ぶりは⼭中先⽣らしい。

３ .学術へと展開しようとするが

 その後、「⼤型レーザーが拓く新しい学術」への学術会議の⽀援などもあり、

研究所は 2 0 0 6年に全国共同利⽤の拠点として再出発した。ところが、「全国共
同利⽤など反対だ。が、その予算で核融合研究続けるために、『⽅便』で賛成す
る」と⾔ってはばからない教授もいて、新しい研究体制の⽅向性が定まらない。

何年経っても関連分野のコミュニティの全国的拡⼤ができない。

 そういう状態で選ばれた次期所⻑は「⽅便で」の発⾔者であった。その結果、

核融合最優先の⽅針に戻り、成果も上がらないまま 4期 8年の任期を終えようとし
ている。そんな時、⼭中先⽣は静かに永眠された。

 激光 1 2号実験が始まり 3 4年になる。

その間に新しい研究テーマや⽅針の提案
があったが、「核融合第⼀」に固執した

ために阪⼤では⽇の⽬を⾒ず、その多く
が海外で精⼒的に推進されている。⼭中
先⽣は「使命感を与えることができたら

教育は成功だ」と仰っていた。しかし、
核融合に使命感を持たせ過ぎたため、核

融合研究者は科学の⼤きな流れの「天の
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時」を⾒失う結果となったのではないか。

  1 5年ほど前、阪⼤でのシンポジウムで所⻑が活動報告をした。私が「核融合の

時代ではないでしょ。なぜ、所内で議論した新しい研究⽅針を紹介しないのです
か」と質問した。すると、近くに座っていた⼭中先⽣が即座に「彼の研究能⼒は

すべて核融合で培ったものだ。新しい科学と⾔うが、核融合に申し訳ないと思わ
んのか」と揶揄された。

４ .官僚に振り回された40年

 ⼭中先⽣は強い指導⼒で⼤きなプロジェトを開始し、当初から素晴らしい成果

を挙げた。外部からは「⼭中将軍以下、軍曹兵卒のみ」と評され、内から⾒ても
先⽣は独裁的将軍であった。独裁的な⼈は現役を終えても、古巣に⼲渉したが

る。それが、次世代の新展開への芽を摘んでしまう。時代が変わって軍曹が指揮
を取ったとき、次世代は「天の時」が⽰す新しい⽅向を⾒いだすことができな
かった。どうも⼭中先⽣を尊敬する軍曹達は「七たび死すとも核融合」という使

命感に酔いしれていたようである。

 本来、弟⼦は偉⼤な先⽣を追い越してこそ先⽣に対する恩に報いることになる

のではないか。そして、⼤学とは批判精神を持った個の確⽴した⼈材が輩出する
ところではないのか。さらに、⼤学で⽬的研究を⾏うこと⾃体、⼤学の本来の役
割を逸脱していると思う。

 先⽣が退官の際に、「核融合のおかげで阪⼤にこんな⼤きなレーザーを建設で
きた。予算獲得の際に⽂部省に約束した成果は全て達成した。これからは君たち

がこの装置を使って、どんな新しい学術を展開できるか ､期待している」といっ
た発⾔をしていれば、核融合⼀筋で⼈材と時間が拘束することがなかったのでは

ないかと、私は残念で仕⽅がない。

 阪⼤核融合は「官僚に振り回された 4 0年」とも表現できる。⽯油危機の異常事
態だから⼤きな予算で⽬的研究を⽀援する。⼤学も官僚も幸せなように⾒えて⽭

盾を含む。予算化した官僚は⼤学の学術研究をどう⽀援したか。彼らは 3年ほど
しか責任ある⽴場にとどまらず、出世していく。後任の官僚は⼤学に柔軟な⽅針

を⽰唆するでもなく、「核融合、未完」と暗に継続を求める。官と学が本⾳をぶ
つけ合い、新展開に進む事はできないのか。⽇本の官僚制度の⼤きな課題であ
り、数⼗年先に責任をとる予算化の仕組みなくして⽇本の科学技術の世界凌駕の

新芽は出ないのではあるまいか。

 同時に、レーザー核融合研究が⽶国など核保有国では「核兵器の維持管理」の

⼤形予算で進められたことも⽇本の研究者を惑わす原因であった。⽶国では 9 0年
代から 4 0 0 0億円掛けた巨⼤レーザー N I Fの建設が始まり、激光 1 2号の 2 0 0倍の
エネルギーで核融合実証を⾏うと宣⾔した。しかし、実験開始から 7年、「 N I F

をしても核融合は実現せず」 ( N I F  m a y  n e v e r  i g n i t e ,  D O E  a d m i t s )と 2 0 1 6

年 6⽉、管轄のエネルギー省 ( D O E )が公表した。 1 9 7 0年代「あと 5 0年」と⾔わ

れていたが、 5 0年が過ぎようとしても、核融合研究の⽬的達成への道は⾒えない
（ S c i e n c e  b l o o m s  a t  N I F ）。

 最後に、なぜこんな記事を書いたか。先⽣の初期の弟⼦達は⼈⽣を後戻りでき

ない。私もしかり。そこで、現役の研究者に読んでいただき、⼈⽣の局⾯での判
断の参考としていただきたい。それが、⽇本の⼤学の学術の発展に寄与すると信

じ、関係者の反発も覚悟の上で書かせていただいた。
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